
甲府信用金庫

120分コース
（滞在時間は含まれません）

亀屋座

亀屋座

亀屋与兵衛

太宰治ゆかりの地域です

120分コース
（滞在時間は含まれません）

往時

百名城に登録
武田家滅亡後、豊臣系大名により築城された甲府城を別名
「舞鶴城」と呼んでいます。江戸時代は江戸防衛の一翼を担う

山手御門は甲府城に設けられた
主要3門のひとつで、桝形門（渡
櫓門と高麗門を二重に配置した
門）の形式で造られています。渡
櫓門は武器庫という役割もあり
ました。渡櫓門の中には歴史資
料も展示され、展望スペースか
らの眺めも抜群です。

に到着した頃には、甲府城はすでに板垣退助ら官軍方の手に。結
局、両軍は勝沼で戦い、官軍が勝利。近藤勇がもう少し早く甲府に
向かっていたら、甲府城の歴史も違っていたかもしれませんね。

在の地に遷座。甲斐国鎮守の神と
して尊崇されてきました。同名の
神社は県内に三社あります。

全国を行脚していた木喰上人
が文化5年（1808）に訪れ、七
観音を造立したお寺。七観音
は残念ながら甲府空襲により
焼失してしまいました。

享保年間（1716～1735）に愛宕町
より分霊・奉斎されたと伝えられる
神社。五穀豊穣・商売繁盛のご神徳
が厚いといわれます。

普段は静かな両神社ですが、甲府
三大祭りの一つで、盛大な節分祭で
有名です。

寛政8年（1796）頃に設置され
た甲府城郭内の学問所。当初
は甲府の勤番士子弟の教育
が目的でしたが、享和3年
（1803）に追手門南に移転し
てからは庶民にも開放されま
した。徽典という名は書経に
由来しています。現在の山梨
大学の前身です。

公金が何と1400両以上も盗まれたと
いう、享保19年（1734）の有名な甲府
城御金蔵破り。その後造られた御金
蔵が移転し、昭和初期にお稲荷さん
として生まれ変わりました。今では逆
に泥棒除けのご利益があると親しま
れています。

問所（徽典館）などがありました。
ここから三の堀のエリアは商人や
町人の住む地域とはっきり区分け
されていました。

内に位置した南北の小路のことで
す。

江戸期の有名な芝居小屋跡。間口11間、奥行20間という規模
で、関東有数の大きなものでした。甲斐国は市川団十郎ゆか
りの地であり、江戸のスター役者が次 と々来演しました。

江戸時代、ここは桶職人の町で
した。職人たちが扱う木を敬い、
山の神を祀っています。
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狐様の流し目が必見

（ごきんぞういなり）

（にのほりあと）

このあたりに二の堀がありました

（けいちょういん）

（おさきてこうじ）

（こうふじょうすいあと）

（きてんかんあと）

（やなぎまちだいじんぐう）

（よこきんじゅだいじんぐう）

（やなぎまちだいじんぐう）

（よこきんじゅだいじんぐう）

（さんのほりあと）

（かめやざあと）

（やまじんじゃ）

（まいづるじょうこうえん）

（やまのてごもん）

（さんねんざか）

（まいづるじょうこうえん）

（かねんてえき）

（かいなじんじゃ）

（てんそんたいじ）

（きょうあんじ）

（かなやまじんじゃ）

（もんじゅいなり）

（かさもりいなり）
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家康の八男・仙千代の
お墓もある
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冠木門があります。境内
には歴史を感じさせる
風情豊かな庚申塔も。

農具

お寺です。

、12月29日～翌年1月3日
（いなりやぐら）」他

、
12月29日～翌年1月3日

ください。
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